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世界の地質図

一所蔵目録をデｰタベｰス化一

本荘時江1)

r一はじめに

地質図は,地殻表面のいろいろな岩体をその種

類や生成年代などで区分して,それらの分布･積み

重なり具合･地質構造などを表した図面です.地

質図の中には,浸食地形･榴曲構造･貫入岩の幾

何学的な分布などが複合され,きわめて美しい模

様が現れているものがあります.欧米の家庭では,

地質図を自宅の居間のインテリアに用いているとも

聞いています.

地質図は,地質研究者が長い時間をかけて野山

を駆け回り,化石や鉱物の発見に一喜一憂し,岩

石のでき方を推理して出来上がったものです.カ

ラフルな地質図は,研究成果のハイライトなのでし

ょう.最新の地質図を見れば,その国の産業･技術

レベルが容易に推定できるともいわれています.そ

れは,地質図の基礎となる地形図の精度から始ま

り,そのときどきの学問レベルに基づく地質区分･

地質図自身の精度･印刷･カラｰインク･紙質など,

技術の粋を集めて一枚の地質図が作られているか

らなのでしょう､

当資料情報課では,これら地質図を主にした地

図を専門的に収集しています.今回は地図の収

集･整理･検索システムの構築などの体験をまとめ

てみました.なお,当所の収集対象としての地図

は､国内発行のものでは地質図類と地形図です

が,外国産のものはほとんどが地質図類です.

2､地図の所蔵数

｢地質調査所の図書館(資料情報課資料室)は何

枚くらいの地図を所蔵してますか?｣とよく質問さ

れます.軽い質問の場合には｢そうですね,10万

枚ほどです｣と答えます.しかし,詳細な答えを期

待する質問には｢実数は,はっきりしません｣と答

えてしまいます.それは,地図の登録と数え方に

問題があるからです.

単行本や製本済みの雑誌は｢図書台帳｣に登録

され,個別番号を付して管理されます.まれに紛

失,行方不明などがありますが,実数はこの台帳で

ほぼ把握できます.ところが地図には個別番号が

付けにくいのです.それは地図の構成があまりにも

複雑だからです.地図の主題だけでも,地質図,

構造地質図,鉱床図,水理地質図など数十種あり

ます.これらに,年々新しいジャンルが加わります.

もちろん縮尺も千差万別です.形態もさまざまで,

シｰトもの,アトラス,付図,挿図などがあります

(第1表).実際には用途に応じてこれらを組み合

わせて地図が作られていますから一層複雑になり

ます.シｰトなら1枚,2枚と数えられますがアトラ

スを一枚一枚数えるのか,付図を含むのか,挿図も

数えるのかなど,数え方にも問題があって確かな

数量を出しにくいのです.

策て表地図の形態による区分.数え方によって地図の

所蔵数が大幅に変わる.

数え易さ

易

難

地図の形態

シｰト(1種類)

シｰトのセット(鉱物種類別シリｰズなど)

アトラス(地図帳)

付図(単行本,報告など裏表紙の内側に袋

入れで.当所発行の5万分の1図幅

もこの形態であるが,地質図が本図

である.)

挿図(本文中の糊づけ,折り込み図など)

フロッピｰ,マイクロフイッシュ,CD-ROM

｣

1)地質調査所地質情報センタｰ資料備報課

キｰワｰド1所蔵数､蔵書数,地質図､地図,デｰタベｰス

這
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第2表地図受け入れ件数.寄贈･交換が圧倒的に多い.

種別�外'国産��国産��

年度�寄贈�購入�寄贈�購入�合計(枚)

～1961�4400��5600��10000

1962～1971�4504�94�7,167�20�11821

1972～1981�5,361�249�21.094�241�26945

1982～1991�4674�664�22622�283�28243

1992～1996�4348�38!�8864�工58�13751

合計(枚)%�23132394.4�1.3885.6�65.34798.9�7021.1�90.760100

当資料室では全ての受入図書を,毎日記録して

います.これらは形態別に,単行本,雑誌･報告,

別刷,地図,マイクロフィッシュ,フロッピｰディスク,

CD-ROMなどに区分します.その集計結果は｢地

質調査所年報｣で年ごとに発表しています､ここ数

年間の平均では,地図の受入数は,年間およそ

2,800件です.この統計での地図の数え方は,シｰ

トを中心にカウントしています.そのため,アトラス

(複数のシｰトが綴られたもの)1冊を1つと数えた

り,付図は数から抜けたり,挿図やCD-ROMは数

に入っていません.したがって,実際の地図の所蔵

数はこの数字をはるかに越えていると思われます.

このような訳で統計をとっているにもかかわらず正

確に所蔵00枚と言差ないのです.

｢いいわけ｣が長く続きましたが,何らかの基準

に立って蔵書数を表示しなければならないことが

あります.ここでは,｢地質調査所年報｣の統計に基

づくことにします.

過去の地図受け入れ数は,地質調査所年報の統

計によると第2表の通りです.昭和36年(1961)の

所蔵数調査の記録があり,その時点での概数が示

されています.第2表ばこg数字を基礎に次年か

らの統計数を加算して所蔵数を算出したものです.

1996年現在の地図の所蔵数は,90,760枚となりま

した.｢所蔵数は10万枚です｣としばしば答えてい

ましたが,あながち間違った数字でもなかったよう

です.ついでながら,このうちの国内発行のものは,

当初発行の｢日本地質図索引回｣に,第1集から第

6集(収集された年で区分)にわけて,紹介してあり

ます.

3.交換で地質図の収集

地質調査所の蔵書は,2回の火災(関東大震災

峯

と第二次世界大戦による空襲)によってその殆とを

消失しました.しかし,大戦後間もなく私たちの先

輩は,世界の地質調査所や関連機関との文献交換

を開始して精力的に文献の収集に乗り出しました.

当時は外貨が乏しく,生活必需品を国産でまかな

うための国内の,燃料･鉱物資源探査が盛んで,そ

の成果物が次々に印刷･出版されました.このた

め,GiveandTakeの方式が成立し,資料交換が

活発に行われました.今振り返ってみると先輩諸

氏の先見性に頭の下がる思いがします.

内部統計資料では,資料室の全蔵書数の約7割

が,寄贈･交換で収集された資料類(交換資料が

ほとんど)です.中でもその割合の多いのが地図類

で,外国地図では交換･寄贈による収集が95%,

すなわち,購入による収集の約20倍になっていま

す(第2表).

4｡地図の整理一デｰタシｰトの導入一

地図が当資料室に届くと登録事務が行われ,本

体は書架に移ります.その際,利用者用と事務作

業用の2枚の力一ドが作成されます.力一ドには,

国名･,縮尺,地図名,出版年など最大で7項目が

記載され,｢力一ド目録｣になります.利用者はこの

カｰド目録から情報を得ていました.しかし,これ

だけでは地図を利用する情報も不十分で,検索に

も不便でした.

蔵書を整理･分類する目的は,もちろん利用する

ためです.地図の利用を含めた整理方法を確立す

るのが私達の長い間の懸案でした.利用者が容易

に地図検索できるためには,もっと情報を盛り込

む必要があると考えました.そこで,4年ほど前に

｢地図デｰタシｰト｣を作り,記入対象を,世界,ヨ

ｰロッパ,アジアの広域図を選び試行しました.｢デ
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一夕シｰト｣は1件に1枚作成します.記載項目は力

一ド目録の項目に加え,地図の大きさ,著者,受け

入れ年月日,説明書のぺ一ジ数など,十数項目とな

り,利用者への情報量は飛躍的に増大しました.こ

のデｰタシｰト方式で地図の全容がほぼ分かるよ

うになりました.

しかし,問題も出てきました.日々受け入れる地

図1件毎に1枚のデ㌃タシｰトを作成して1更に力一

ド目録と同様に所定の場所(例えば,国別,縮尺

別,主題別など)に1枚づつをその都度差し込まな

ければなりません.さらに,検索のための｢見出し

索引｣を作る場合,この方式(デｰタシｰトの差込

方式)では,国名,縮尺など,ごく限られた項目で

仕分けするので,検索には不十分です.いいかえ

れば,情報を増やしたデｰタシｰト方式も,検索の

利便さという点では,力一ド目録と同レベルの状態

です.

世界.apr

世界.

�昀

メインデｰタベｰス

地理区分.apr

地理区分.dbf

主題･･p･.

主題.dbf

主題2.apr

主題2.dbf

図法.apr

図法.dbf

各テｰブル

5｡デｰタベｰス化を目指す

図書館業務は大部分が機械化されつつありま

す.市販のソフトもたくさんあります.しかし,地図

の管理業務を扱ったソフトは見あたりません.そこ

で,入力部分と検索部分にわけて,独自の地図の

デｰタベｰス化を計画しました.しかし,デｰタの

数が乏しければ,検索テストも機能しません.その

ため,一時期をデｰタ入力に集中することにしまし

た.

入力項目では,地図の書誌情報をほぼ網羅した

前述の｢デｰタシｰト｣の項目に緯度経度情無を加

えました.また,パソロン入力は市販のロｰタスア

プロｰチを使い,地図の受け入れ段階で行うことと

し,1995年7月の受け入れ分から開始しました.そ

れ以前の所蔵分についてはとりあえず,上述の｢デ

ｰタシｰト｣を作成したうちの広域図のデｰタから

入力を始めました.すると様々な問題に直面する

ことになりました.

1)構造

このデｰタベｰスはメインデｰタベｰスである｢世

界.dbf｣とそれを支援する4つの｢テｰブル｣から構

成されロｰタスアプロｰチ上で連結しています(第

1図).

1997年11月号

第1図地図デｰタベｰスの構造.主題テｰブルを2つ用

意したのは,地図の主題(分野)が2つにまたが

る時に使用するため.

メインデｰタベｰスは入力作業,デｰタの保管,

検索を受け持ちます.メインデｰタベｰヌで項目を

入力すると｢テｰブル｣から対応する語が自動的に

引き込まれて老ます.例えば,地理区分に｢GBR｣

と入力すると大陸コｰドおよび地理区分に

｢Europe｣｢UnitedKingdom｣などと自動表示され

ます.

入力項目は｢デｰタシｰト｣を基本にして画面設

定をしました(第2図).｢デｰタシｰト｣と異なる点

は緯度･経度の記載を加えたことと地理区分を詳

細にしたことです(第3表).この2点は検索のため

の最重要項目と考えたからです.

2)地理区分

JIS規格に｢国名コｰド｣(JISX0304)があり,世

界の国名を3文字または2文字で表記できます.当

資料室では,3文字の国名コｰドを使用しました.

箏3表入力デｰタの一覧表(部分)｡

項目名�譜表記�丁ク型��テフル�丁クヘス記載例等

番号�田m5艘r�文寧�10��{在未使用〕

地理区�Co固皿1r�字�3�有り�!HOHOd㎝ε“田)3字

SNOP引��文字�1��S/VOノ～のいづれか

主題1�Te�数個�2�有｡�12(一地質図〕

主題2�一e2�腫�2�有り�

函�C舳｡or�字�1��6/旺ノH八のいつれか

繍尺�So^le�値�一7��1000000{母の値〕

シリスNo.�S町i2彗齪｡.�字�蝸4��

地図名�"o胴m�字�254��

作図者1��文字�50��

作図者2��字�50��

出版春1�『汕n帥er�字�lco��

出版者2��字�100��

発行年���4��西暦4または明

出版地��字�50��工｡皿d㎝{■名)

A{図左下総〕��数値�7��

B(図左下繧)��数値�7��また“

C個螂お上獺魔)��魎���シｰト､七山トなど

1)(右上塵)���s��9丁/IO/30西暦2桁

図法��倣�8��

��数殖�8��

所蔵致��数個�2��

保管場所��宇�10��地図窒漆染

保管場所No.��字�m��

備考��字�宮54��図の本体'名妃

剛S:.N:�北.O:0�her5.�:Pl^皿e1���
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国名の項目にコｰドを入力すると大陸および国名

の英文標記が自動的に表示されるように設定しま

した.｢大陸｣区分は当室がコｰド化したもので,陸

域14,海域7のコｰドを作りました(第4表参照).

国名は現在263に区分し,÷れら地理関係標記を

一覧表(冊子)にして入力の際に利用しています.

実際に始めると,数力国にまたカミるもの,陸域海

域にまたがるものなど様々でてきました.地図は私

達の区分通りには決して作成されていません.地

理区分を決めたものの全てを的確に表示するのは

難しいことと実感しています.

第4表地図登録用の地域区分コｰド当資料室の発案

によるもので｢大陸コｰド｣と呼称している.

�陸域���海域�

世界�WOR�ヨｰロッパ�EuR�海全域�OCN

環太平洋�CP^�北米�0AM�北極海�^CC

北極�^RC�南米�SAM�南極海�AHC

南極�^TA�オセアニア�OCE�太平洋�POC

ユｰラシア�ERA�旧ソ連�NIS�大西洋�^TC

アジア�^SI�ゴン'ドワナ�CON�インド洋�川C

アフリカ�^FR�惑星�PLA�地串海�HED

����衰�

第2図

地図デｰタ入力用の画面.

3)緯度経度

図面の四隅の位置は,緯度経度の座標を用いて

度:分の単位で入力し,南緯および西経の場合は一

(マイナス)を付して記入します.また,極地域は図

郭の北方向を真上に向け直して四隅を決めます.

図郭が方形のものはこの方法で4点の座標が決

まります.なかには,地図の範囲が円状のもの,三

角形のものなど例外がたくさんあります.その場合

には,地図の範囲全体を方形で覆うように範囲を

広げ,四隅の座標とします.広い範囲を入れること

にしたのは検索の際に取りこぼしをなくすためです.

地図の中には,図幅でも緯度経度が無記載のも

のが相当あります.また,記載があっても緯度経度

表示(グリニッジ標準)でないものもずいぶんある

こともわかりました.このような場合はグリニッジ

標準に換算する必要があります.ここで1緯度経度

表示でない例を2～3紹介します.

イタリアの地質図はロｰマを0とした座標を使っ

ていますし,オｰストリアやポルトガルには東西の

座標表記が独自の地図があります.驚いたのは,

地質ニュｰス519･号�



世界の地質図一所蔵目録をデｰタベｰス化一

一39一

経線の基準が通るイギリスの例で,1:625,000や5万

分の1地質図の区画が緯度経度線ではないことで

す(第3図).イギリスの場合,大西洋上のある点を

起点(O)として,ここから北にXXkm,東にXXkmと

いう表示となっています.地図の水平区画が緯度

線と平行ではないので換算表が使えず,個々に計

算して入力しています.

座標記載が無い地図は,図の中の大きな都市の

緯度経度を調べて縮尺または距離記載を基に計算

します.緯度経度算1出のための簡易早見表(第5

表)で対処していますが,数値は概数となります.

大縮尺の地図の場合,緯度経度の分かる都市が地

図内に見つからず,この項目の記載をあきらめるこ

ともあります.

検索に大変有効な項目の座標デｰタ(緯度経度)

が,実は入力を遅らせるという,ジョｰクにもならな

い事実があります.地質図作成に,気配りが必要

かも知れませんね.
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4)主題(分野分類)

主題は,地質図,構造図,鉱産図および鉱床成

因図,火山･地熱図など14分野に分けました(第6

表).2つまで選択できます.入力支援の｢テｰブ

ル｣が2つありますので主題の番号をクリックする

だけで自動表示されます.

5)デｰタの合体と検索

検索は,まだ｢作業用｣の段階です.この検索は,

アプロｰチ上で入力項目すべてで行うことが出来

ますが,作業場である資料情報課内でのみ可能で

す.現在は,資料情報課内にあるロｰタスアプロｰ

チが乗せてある数台のパソコンから次々にデｰタ

入力しています.そのため,入力デｰタが分解して

第5表緯度経度換算表.網掛けは平均値.

国

第3図イギリスの5万分の1地質図幅のインデックス図.

地域により図郭の方向が異なり,緯度経度線と

斜行する.年

1997年11月号

�経度(東西方向)��緯度(南北方向)�

緯度�k皿/1度�k皿/1分�㎞/1度�k囮/1分

佯������������
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第6表.主題区分一覧.第､図の主題テｰブルの内容に

対応する.

番号

�

�

㌀
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�
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�

�

�

�

�

�

�

主題

地形図及び地勢図

地質図(地盤地質図､海底地質図､

湖底堆積図なども含む)

構造図(活断層図なども含む)

鉱産図及び鉱床成因図

(油田･ガス田図なども含む)

水文地質図

火山･地熱図(温泉図なども含む)

変成相図

重力〔異常〕図

〔地〕磁気〔異常〕図

熱流量図

地震図

災害図及び災害予想図

地球化学図

その他(放射年代図など)�
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いて,必要に応じて合体しています.当面は,合体

と管理をいか手こスムｰズに行っていくかが課題で

す.

一方,公開を念頭にした独自の検索ソフト,

｢GeoMap-I｣が出来上がりました.これは画面上の

世界地図からアクセスしたり,緯度経度の設定で検

索出来るソフトです.目標は,Webに載せてどこか

らでも検索出来るようにすることにあります.その

実現には,既に入力したデｰタを取り込み合体さ

せること,所蔵地図のデｰタを系統的に遡及入力

することが必須です.次に,入力デｰタの現状につ

いて紹介します.

6.入力デｰタ数

資料室が所蔵する地図類約9万枚のうち,世界

各国の地質図類は,広域図を合わせるとシｰトもの

でおおよそ3万枚,国は130ヵ国と推定していま

す.各国別の所蔵地図枚数は,数枚.だけの国から

千枚に近い国まで様々です.しかし,パソコン入力

した数は,1997年9月末日で4,467件で,ごくわず

かです.このうち,アフリカ(広域)およびアフリカ

各国の地図デｰタの入力が圧倒的に進み,その全

容が明らかになりました.もちろんロｰタスアプロｰ

チ上での検索も可能です.その原動力となったの

は,元所員一色直記氏が膨大な時間を費やして台

帳を作成されたためです.シｰトものはもちろんの

こと,付図,挿図までも綿密に調査され1件毎の台

帳が完成していたため,系統的な入力作業が可能

となりました.このデｰタによりますと,アフリカ地

域g地質図類は49ヵ国1,653件あります.

中南米関係は29力国,3千余件のデｰタシｰトが

完成ずみ(やはり一色氏が作成)ですが,まだ未入

力です.

7｡おわりに

地質調査所資料室の宝の1つが世界各国から寄

贈された地図です.この中には日本では当所しか

所蔵しないものも少なくないと思われます.収集

から整理まで様々な試みをしながら,所蔵状況を

明確にしたいと試行錯誤してきました.その1つの

試みがここに紹介したロｰタスアプロｰチによるデ

ｰタベｰス化です.作業で使用しながら現実に適

合するよう現在も改良を加えています.

地図の保有状況を明確にするにはまだたくさん

の労力がかかります.しかし,受け入れを機械化出

来たことで大きく前進したと考えています.つぎの

目標は,検索ソフト｢GeoMap-I｣にデｰタを取り込

んでより簡単で的確な検索を可能とすること,Web

に載せて公開し多くの関係者に利用していただく

ことです.

将来,アトラスの地図類もシｰトｰ枚一枚の登録

が済んだときには,所蔵地図数は,現在の見積も

り数,9万枚をはるかに越えて,その数倍に達する

かも知れません.その時はこの紙上で,Webの公

開のお細らせとともにご紹介したいと考えていま

す.

この記事をまとめるにあたり,地質情報センタｰ

平野英雄氏に大変お世話になりました.
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